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生成 AI 環境は、もはやアーリーアダプターの実験場ではない。本格的なビジネス
変革競争が繰り広げられており、生成 AI をより適切に大規模展開する機会が単に
提供されているだけではなく、テクノロジーがビジネスをどうサポートできるの
かを見直すけん引役として、いかに生成 AI を利用するかが問われているのだ。つ
まり、経営層は中核業務に AI を導入・拡張する準備が整っているかどうかにビジ
ネスを賭けているのも同然である。認識しているか、いないかにかかわらず。

本レポートは、ハイブリッドクラウド上で実行されるアーキテクチャー・フレー
ムワークの 1 つである「ハイブリッド・バイ・デザイン」と呼ばれる手法を用いて、
組織の「テクノロジーのグレート・リセット」を設計し、実装する方法に関する
レポートシリーズの第 1 弾である。



本レポートは、「ハイブリッド・バイ・デザイン」と呼ばれる手法を用いて、組織の

「テクノロジーのグレート・リセット」を設計し、実装する方法に関するレポート

シリーズの第 1 弾である。第 1 弾では、ハイブリッド・バイ・デザインの概要、

仕組み、踏み出すべき一歩を含め、全体像を明らかにする。以降のレポートでは、

業績改善に向けた設計から、ビジネス価値につながるオペレーティング・モデル

やアーキテクチャー上の決定までのトピックを取り上げる。
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IBV の調査によると、ほとんどの組織は IT プロジェクトの投

資利益率（ROI）に対する期待が低い。ビジネス・ケースで

10% の ROI しか約束されていない場合でも、資金が投入され

ている 1。投資のハードルはもっと高く設定されなければならな

い。特に生成 AI のような革新的テクノロジーに関わるプロジェ

クトでは、なおさらそうあるべきだ。

何十年もの間、企業は新しいテクノロジーを業績改善につな

げようとしてきた。しかし、ほとんどの場合はその場限りの

価値しか生み出していない。テクノロジーの “ネクスト・ビッ

グ・シング”（次の大ブーム）を追い求めた結果、実装の遅れ

や山のような技術的負債が放置されてきた（技術的負債は、

手持ちのテクノロジーが修正・更新が必要な「負債」となり、「資

産」としての価値が損なわれる状態を指す。これは通常、サ

ンク・コストにもかかわらず、自組織のテクノロジーがあま

りにも柔軟性と統合性に欠けるため新しいビジネス目標に対

応できないと組織が判断した場合に発生する）。

しかし、今や生成 AI は大きな存在として現れ、テクノロジー

のリセット、つまり「テクノロジーのグレート・リセット」

を推進している。テクノロジー資産を見直し、モダナイズす

ることで、生成 AI からクラウド、プラットフォーム、ソフトウェ

アに至るまでのテクノロジーの “シンフォニー” を最大限に

活用するチャンスがもたらされている。

経営層は、AI をより適切に大規模展開する機会を得るだけで

なく、その潜在的な変革能力を触媒として活用し、IT 資産を

全面的に見直すとともに、チームが創出し得るビジネス成果

を総点検することもできる。

混沌を脱し
収益力の強化へ

ハイブリッド・バイ・デザインと 

呼ばれるアプローチを用いると、 

生成 AI だけでなくビジネスの前進にも

最高のサポートができるように、 

テクノロジー資産を見直すことが 

可能だ
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ハイブリッド・バイ・デザインは、ハイブリッドク
ラウド上で実行される検証済みで体系化されたアー
キテクチャー・フレームワークであり、組織がテク
ノロジーを通じてビジネス価値を最適化するのに役
立つ。ビジネスの前進をサポートする構造であり、
将来のビジネス成果の達成に必要な俊敏性、スピー
ド、統合を提供する。

ハイブリッド・バイ・デザインはクラウド・アーキテクチャー

から始まった。それは、一部の組織が意識的にビジネス上の

優先順位の観点から、ハイブリッドクラウド環境を設計した

方法を示したものだった。これらの企業は、オンプレミスの

データセンターに加えて、パブリッククラウドとプライベー

トクラウドも組み合わせて活用することで、俊敏性とスピー

ドの向上、ビジネス・イニシアチブの拡大を促進した。

生成 AI がビジネスに広がる中、ハイブリッド・バイ・デザイ

ンの背後にある原則は、今やクラウドコンピューティングに

とどまらず、企業全体、つまりプラットフォームや、セキュ

リティー、AI、クラウド、データなどのテクノロジー資産全

体に適用される。ハイブリッド・バイ・デザインは、賢いデ

ザインと統合を通じて、さまざまなテクノロジーの “カコフォ

ニー *” を “シンフォニー” にまとめ上げ、ビジネス成果を増

幅させることができる。

標準：ハイブリッド・バイ・デフォルト

しかし、多くの組織にとって、「ハイブリッド・バイ・デフォ

ルト」の方が、「テクノロジーのシンフォニー」よりも一般的

な状態だ。これは、クラウドとオンプレミス・データセンター

の有機的な混在と考えると最も分かりやすい。ハイブリッド・

バイ・デフォルトの資産は、意図がなく異種混合的で複雑化し、

それぞれがサイロ化された環境にあり、コストの上昇や投資

利益の低下に加えて、実装の失敗、そして購入者の後悔を招く。

最適に統合されたビジネス成果に向けた包括的な計画が欠け

ており、技術的負債が散在している。

* カコフォニー（cacophony）は不快で騒がしい雑音のこと

ハイブリッド・バイ・デザインとは何か？
ビジネスにどう役立つのか？

生成 AI やその他の進化する 

テクノロジーの速やかな導入や拡張の

準備は、ハイブリッド・バイ・デザイン

の原則が照らす道筋を意図的かつ適切に

設計されたリセットを行いつつ前進して

いくかどうかにかかっている
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ハイブリッド・バイ・デフォルトと
ハイブリッド・バイ・デザイン

複雑なアーキテクチャーとオペレーションが

革新的なテクノロジーを阻害する。

意図的な変革： 

アーキテクチャーとオペレーションの 

フレームワークがエンタープライズ規模の

成果を促進する。

テクノロジーが無秩序に増殖する。

投資が均等に分散し、投資利益が低い。

意図的な投資：

製品ロードマップが的を絞った賢い投資を

促進し、一貫したビジネス価値を生み出す。

受動的なバックオフィス向け 

技術アーキテクチャーがエンタープライズ

規模のソリューションを阻害する。

意図的なアーキテクチャー：

技術アーキテクチャーがデータ、アプリ

ケーション、クラウド環境を統合する。

ベンダーの入れ替わりが激しく、ビジネス

成果に対する説明責任がない。

意図的なパートナーシップ：

戦略的パートナーはリソースを結集させて

成功を共有する。

サイロ化したハンドオフ 

（作業の引継ぎプロセス）と脆弱なガバナンスが

オペレーションを弱体化させる。

意図的なオペレーション：

チームがエンドツーエンドのバリュー・ 

ストリームを設計して、より優れた製品を

迅速に実現する。

ハイブリッド・バイ・
デフォルトの問題

ハイブリッド・バイ・デザインの
ソリューション
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背景
デルタ航空は、コロナ禍が始まった頃は当時の経済の実態に

対応する必要があった。いったん、コロナ禍が終息すると、

新しいプレミアムな顧客体験の提供を速やかに開始すること

を迫られた。どちらの場合も、テクノロジー・ソリューショ

ンをより迅速に、かつ安全性、信頼性、拡張性の高い方法で

生み出せるようにするには変革が必要だった。

ソリューション
デルタ航空は、自社の分散ワークロードのほとんどをハイブ

リッドクラウドに移行するマイグレーションを計画した。

オープンなハイブリッドクラウド・アーキテクチャーでオペ

レーションをモダナイズすることで、事実上どこにでもデプ

ロイし、クラウド全体の開発、セキュリティー、オペレーショ

ンに対して標準化された一貫したアプローチを取ることがで

きるようになった。

成果
何百ものアプリケーションをクラウドに移行。デルタ航空と

その顧客は、すでに 680 機以上での無料機内 Wi-Fi といっ

たメリットの一部を享受している。同社のクラウド変革の取

り組みは、従業員エンゲージメントや、生産性、市場投入ま

での時間、コスト効率の 25 ～ 30% の向上を目標とする。

ハイブリッド・バイ・デザインにはさまざまなメリットがあ

り、最終的にはスピードのほか、俊敏性、優れた顧客体験、

生産性などのあらゆる向上効果が得られる。ほとんどの組織

は、技術資産のリセットを進めていくうちに、ハイブリッド・

バイ・デザインのメリットを突然ではなく徐々に実感するこ

とになるだろう。ここでは、ハイブリッド・バイ・デザイン

を採用し、一連の段階的な変化を通じて現実世界における利

益をもたらしながら、顧客やクライアントへのより良いサー

ビスを提供している 2つの組織を紹介する。

実際のハイブリッド・
バイ・デザイン

デルタ航空：ハイブリッド・

バイ・デザインで変革 2
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アルゼンチン保健省（AMoH）： 

ハイブリッド・バイ・デザインを 

採用して、より安定した IT 

インフラストラクチャーを構築 3

背景
アルゼンチン国民は病気の時、医療ニーズの大部分を一次医

療機関に頼ることが多いが、他の医療機関を利用することも

ある。あるいは、個人診療所を受診したり、公立病院で検査

を受けたりしている。こうした状況を踏まえて、アルゼンチ

ン保健省は公衆衛生統計のフローと基盤システムの管理を自

動化することを目指していた。

ソリューション
AMoH は、低速なレガシー・ソリューションやモノリシック

なアプリケーションから脱却して、全国規模のデジタル医療

ネットワークを構築した。また、Red Hat® を技術基盤とす

る柔軟で安定した IT インフラストラクチャーを構築し、医

療機関同士の標準化された統合を通じて、センターが患者

データに安全にアクセスできるようにした。

成果
AMoH は、新しいデジタル医療ネットワークにより、コロナ

禍期間の取扱患者数の 1,500% 増加に対応できた。

また、共通の電子記録を管理できるようになり、取扱患者数

の増加への迅速な対応と同時に、新しいサービスや機能の追

加も可能になった。
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7

IBM Institute for Business Value は、 
ハイブリッド・バイ・デザインを始めるにあたって、 
リーダーが知るべきことと実行すべきことを 
それぞれ 3 つ特定した

02

01

03

実行すべきこと

今、テクノロジーをリセットすれば、

後で持続的な競争優位性が得られる

知るべきこと

リセットによって基準を引き上げる

例えば、現在 IT 予算の 20% で 20% の

ROI を達成することを基準にしている

ならば、大胆なくらいさらに高い基準に

リセットするべきだ。

基盤を再構築する

ハイブリッド・バイ・デザインの 

アーキテクチャー原則を適用して、 

エンタープライズ規模でのアプリケーションの

提供を促進し、制約を資産に変える。

エンタープライズ規模のソリューションの

道筋を明確にする

レガシー技術に対処して、新しい働き方や

業務の在り方を妨げる障害を取り除く。

生成 AI は、不安定な砂上に構築 

された技術資産と、しっかりとした

土台の上に構築された技術資産を 

明らかにする

急がば回れ ― じっくりと現状を 

検討すれば、実際には迅速に 

リセットを進めることができる

要するに、テクノロジーのリセットは持続的な競争優位性を構築し得るが、まずは生成 AI

の観点から技術資産を点検する必要がある。例えば、技術資産はハイブリッドクラウドに

よって支えられる生成 AI 主導のワークフローに対応する準備ができているのだろうか？技

術的負債が障害となっており、それが解決されない限り、価値実現の妨げとなることに気

付くだろう。簡単に言えば、企業全体にわたってデータと AI のインパクトの加速と拡大を

図り、最終的にビジネス成果を向上させるには、ハイブリッド・バイ・デザインが不可欠

ということだ。



最先端のテクノロジーによって最終利益を鈍化させ
るべきではない。72% の経営層は、IT 投資ポートフォ
リオの ROI を 25% 以上向上させることが、経営層
にとっての 2024 年の最優先事項だと考えている 4。

しかし、そのためには、価値実現を前倒しするようにハイブリッ

ド・モデルを設計する必要がある。よく見られる “中途半端な”

導入によって ROI 低下を招かないようにするためだ。

例えば、クラウド化への取り組みを表す「クラウド・ジャーニー」

について約 3 分の 1 の組織は途中で頓挫したと回答している 5。

また、37% の組織は最小限のワークロードの移行のみで「完了」

したとしている 6。クラウドは、投資が効果を上げ始める前に勢

いを失うことがあまりにも多い。そこかしこに見受けられる中

途半端なクラウドの導入プロジェクトは、業績改善に伴い ROI

が実装コストを上回る転換点に達する前に頓挫する。その結果、

クラウド・プログラムは改革の機会ではなく、リソースを浪費

する必要悪と受け止められる可能性がある。

しかし、“中途半端” はクラウドだけに限ったことではない。経

営層の 55% が、重要なビジネス課題を解決するための IT ソ

リューションの設計は、大きな障壁または実際の障害になると

回答している 7。生成 AI へのアプローチが過去に失敗したアプ

ローチの二の舞にならないようにするには、テクノロジーのリ

セットが必要だ。現在、クラウド IT 資産とサービスのうち、

要求どおりに機能しているのは 29% に過ぎない 8。残りの 71%

は実際のところ、技術的負債だ。

生成 AI の拡張：ROI の基準を上げる

IBV の最新の調査によると、ビジネス成果の改善を明確な目的

とする IT プロジェクトでさえ、経営層が寄せる期待は低い。

一方で、一部の組織はデジタル化の取り組みをビジネス価値に

変換する能力を全体的に改善させていることを示すデータもあ

る。回答者の 24% は 2022 年に、35% は 24 年に、少なくと

も一部の投資の ROI が 2 倍になると見込んでいる 9。基準を引き

上げることは可能だ。これについては、ハイブリッド・バイ・

デザインの経済性に関する今後のレポートで詳しく取り上げる

予定だ。

知るべきこと：

01. 今、テクノロジーを
リセットすれば、 
後で持続的な 
競争優位性が得られる

クラウド IT 資産とサービス

のうち、要求どおりに 

機能しているのは

29%
に過ぎない
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支出を増やせばよいということではなく、支出の質が問題だ

事業部門と IT 部門のリーダーは、次の 3 つの数字について合意する必要がある。

業績改善を目的とする投資に充当できる IT 予算の割合

IT ポートフォリオ全体の ROI の現状

アイデアの収益化に必要な時間（設計および実装速度）

 
この 3 つの数字は、IT がビジネスをいかに推進するのか現状の結果を示してい
る。これらは、組織が生成 AI によって得られる成果の強力な予測子だ。経済学
者で統計学者の W. Edwards Deming 氏が述べているように、「すべてのシステ
ムは所期の結果が得られるように完全に設計される」ものであり、異なる結果
を得るには設計変更が必要だ。新しいテクノロジーを従来のオペレーティング・
モデルに導入しても、革新的な結果は得られないだろう。

実例として、IBM 自身のハイブリッド・バイ・デザイン・アプローチによるビ
ジネス・トランスフォーメーション事例（20 ページ）を参照されたい。IBM は
2024 年末までに 30 億ドルの生産性向上を目指している。

の経営層は、IT 投資ポートフォリオの

ROI を 25% 以上向上させることが、 

経営層にとっての 2024 年の最優先事項

だと考えている

1.

2.

3.
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実行すべきこと：

ROI を見直す

永続的な競争優位性は微調整では構築できない。ハイブリッド・バイ・デザイン

は継続的改善を促進するが、目指すのはムーンショット（実現すれば飛躍的な効

果が期待できる試み）だ。この慎重なアプローチではほんのわずかな進化ではな

く、大幅な変化を追求し、AI の真の力を引き出すために必要な行動変化を明ら

かにする。

新たなテクノロジーへの取り組みに 
高い目標を設定することで ROI を高める

すでに 2025 年の投資に対する ROI について 20% 以上の実現を見込んでいる

企業は、目標は 30% 超あるいはそれ以上に設定すべきだ 10。このギャップは、プ

ログラム設計の初期段階の改善や、デジタル製品のエンジニアリング能力向上、

IT 投資のモダナイズによって埋めることができる。

01. リセットによって基準を引き上げる
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IT 予算の焦点を、業務継続性の確保から 
画期的なソリューションの強化へとシフトする

生産性の低迷や収益の急減など、ビジネス上の重要な問題を解決できる投資に充

当する IT 予算を増やす。一般的な IT 投資ポートフォリオの形では、業績改善に

利用できるのはピラミッドの先端だけだ。IT 予算の大幅な増加が見込めない中、

予算の 20% 以上を充当できるようにするには、新しいプラットフォームの構築

の他に、パートナーとの連携によるメンテナンス・コストの削減、レガシー資産

のモダナイズ、技術的負債の排除が必要だ 11。

体系化して簡素化する

簡素化によってスピードを上げ、IT のアイデアをビジネス成果に変えるために必

要なリードタイムを短縮する。ハイブリッド・バイ・デザインは、デジタル製品

の提供にかかる時間を短縮することで速度を改善させる。生成 AI によるコード

作成アシスタントが多くのレガシー・プロセスを迅速化させるように、アーキテ

クチャーの技術的決定を体系化することで、開発者がより迅速に、かつ一貫性、

安全性、生産性の高い方法で構築するのに役立つ。スピードの向上は、投資回収

期間を短縮することで直接の財務的メリットをもたらすと同時にスポンサーの支

援を強化し、より ROI の高い投資に時間と資金を充当することを可能にする。
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新しいハイブリッド・バイ・デザイン技術資産への意図的な投資は、生成 AI へ
の取り組みを成功に導く基盤となる。しかし、2024 年にはクラウドおよびデー
タ機能が生成 AI への投資に完全に対応できると確信していると答えた経営層は
わずか 16% にとどまり、27% の経営層は準備状況について確信が持てないと答
えている 12。

生成 AI の拡張を阻むハードル 

生成 AI のパイロットから実際の導入までの過程には、次のような障害が散在していることが

多い。

生成 AI に対応した技術基盤の構築

生成 AI はデータが糧だ。企業が迅速なイノベーションを推進するのに必要となる効果的なアウ

トプットを学習し生成するには、大量のクリーンで正確な情報が必要だ。AI エンジンにデータ

を供給するには、データレイク、ウェアハウス、高速パイプラインなどの堅固なデータ・インフ

ラストラクチャーが必要不可欠である。最新の技術スタックに投資することで、生成 AI を成功

に導く基礎を築くだけでなく、部門横断的なチーム間での自由な情報交換を通じて、一貫したイ

ノベーションの基盤を構築することにもなる。

生成 AI モデルは計算集約的だ。生成 AI モデルの学習と実行にはかなりの処理能力が要求される。

レガシー・システムは、生成 AI の要求に応えられる能力をまったく備えていない。

— 自由なデータフローを妨げる障害。システムが異なると摩擦が生じ、一貫性のない IT スタッ

ク間でワークフローがスムーズに機能しにくくなる。こちらの CRM システムとあちらのマー

ケティング自動化プラットフォームとがうまく相互運用できない、というようなことはよく

起きる。データが自由に流れることができなければ、コラボレーションとイノベーションは

損なわれるだろう。

— 断片化したガバナンス構造。ワークフローの分散や分断は、シャドー IT*、作業の重複、潜在

的なコンプライアンス問題につながる可能性がある。

— セキュリティーの懸念。サイバーセキュリティー対策がますます重要になる中、IT 資産全体

のセキュリティーとコンプライアンスを管理することが不可欠だ。

知るべきこと：

02. 生成 AI は、不安定な砂上に構築された
技術資産と、しっかりとした土台の上に構築
された技術資産を明らかにする

* シャドー IT は管理部門の許可なく社内で使われている IT 機器やシステム

12



ハイブリッド・バイ・デザイン化するには、現在のコン

ピューティング能力や、データ分散（クラウド、オンプ

レミス、エッジ）、データ・アクセス・プロトコル、セキュ

リティー管理、および既存の技術投資を活用できる可能

性を包括的に評価する必要がある。このアプローチは、

テクノロジーの信頼性（ダウンタイムの削減、運用の円

滑化）を高めるだけでなく、組織の適応性（変更への対

応の容易化、意思決定の迅速化）も強化する。オンサイ

トとオンラインのあらゆるものをシームレスに接続して、

生成 AI に最適な環境を構築することを想像してみてほし

い。これは、利益を促進するスマートな働き方の実現と

いう真の成果につながる。

16% 

2024 年にはクラウドおよびデータ機能が

生成 AI への投資に完全に対応できると 

確信していると答えた経営層はわずか

16% にとどまる
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実行すべきこと：

企業は、“IT におけるネクスト・ビッグ・シング” というハイプ・サイクル * を経験するたびに、

技術的負債を増やしてきた。例えば、カスタムビルドされたエンタープライズ・ソフトウェア・

ソリューションについて何か思い出せるだろうか？カスタムビルド、つまり各々に合わせた

最適化されたソリューションであることには違いないが、開発と維持には膨大なコストと時

間がかかる。これらのカスタム・システムは、テクノロジーが進化するにつれて時代遅れに

なり、最新ツールとの統合が困難になったが、多くの組織は維持し続けた。こうしたツール

は大企業内の複雑な技術遺産の一因であるため、現状の IT 資産は生成 AI 時代に必要とされ

る AI 対応のエンタープライズ規模の基盤とは言えない。

生成 AI は、“IT におけるネクスト・ビッグ・シング” にとどまらず、大企業の基本的な働き

方の転換を要求するテクノロジーだ。ハイブリッド・バイ・デザイン・アプローチを構築す

ることで、改善のロードマップの下準備が整う。

ビジネスの重要問題の解決にはスピードが命

最もインパクトの大きい AI 製品を構築して、強力な基盤を構築する。ただし、技術的ユースケー

スから始めてはならない。むしろ、生成 AI が最大の投資利益率をもたらし得るビジネス上の

重要な問題から始めるべきだ。パイロットと概念実証は、段階的な改善であってもいずれ大

きな利益を生み出せるビジネスの分野に限って実施する。AI は革新的なテクノロジーであり、

革新的なソリューションと投資案件が必要だ。

ハイブリッド・バイ・デザインのアーキテクチャー
原則を用いて技術的負債を返済し、制約を資産に
変える

02. 基盤を再構築する

* ハイプ・サイクルは、テクノロジーの成熟度やビジネス寄与度などを分析して図示したもの。企業がテクノロジーを
採用する際の投資判断などに活用してもらう目的で米ガートナー社が考案した。それによると、新技術は「黎明（れい
めい）期」「『過度な期待』のピーク期」「幻滅期」「啓発期」「生産性の安定期」という 5 つのフェーズをたどる
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資産の “覚醒” による ROI の高い AI 活用のサポート

遊休 IT 資産を有効活用する。容量が過剰なハイブリッド・バイ・デフォルトのクラウドや、

サイロから解放できるデータ、オンプレミス・インフラストラクチャー、AI アプリケーショ

ンを実行できるメインフレーム、クラウド対応かつ AI 対応の資産としてモダナイズ可能な

レガシー・アプリケーションを検討してみよう。これらの遊休資産の有効活用には費用がか

かるかもしれないが、生成 AI はこうした投資の一部についてビジネス・ケースをサポートし、

ハイブリッド・バイ・デザインのリソースに変えることができる。将来の AI 活用において

ビジネス・ケースではサポートされないアーキテクチャーの変更が必要な場合には、短期的

に同じコストを複数の投資に分散可能な、近しいエリアの活用方法を探す。有効な活用を見

いだせない遊休 IT 資産はすべて、一種の技術的負債となる。

がむしゃらにではなく、スマートにモダナイズする

生成 AI を使用してハイブリッド・バイ・デザイン・モデルを構築することで、アプリケーショ

ンのモダナイゼーションにかかるコストを削減する。レガシー・アプリケーションを有効活

用しようとすると、IT 予算の割合が高くなるが、そのコストはこれまで法外なものになりが

ちだった。毎年同じモダナイゼーション候補が現れ、毎年膨大なコストがかかる。アプリケー

ションのモダナイゼーション・コストの大部分を占めるコードの変換と開発を、開発者が生

成 AI で行えるように支援することで状況は一変し、価値実現までの時間の短縮に貢献できる。
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あまりにも数多くの取り組みにリソースを焦って割

り当てている限り、成功は望めない。必要なのは、

幾つかの重要な領域、つまり最大のビジネス価値を

生み出す可能性がある領域を見定めるための時間を

割くことだ。そうすることで、なるべく早くこれら

の領域を絞り込み、拡張することができる。言い換

えれば、実際には減速した方が、結局は速く動きや

すくなるということだ。

むしろ、企業が機敏に動くとリソースが希薄化すること

があまりにも多い。ビジネス技術における“ネクスト・ビッ

グ・シング” の導入から 30 年が経ち、ビジネス成果を得

るためのコストと不確実性が増している。AI の導入も同

じパターンを繰り返しそうだ。今、意図的に時間をとっ

てよく検討すれば、次に挙げられるような事態に陥るこ

とを避けられるだろう。

•	 歴史的に見て、何と 84% ものデジタル・トランスフォー

メーション（DX）プログラムが失敗している 13。

•	 55% の企業が技術的負債をビジネス目標の達成の障害

と回答している 14。

知るべきこと：

何と 84% もの 

DX プログラムが 

失敗している

84%

03. 急がば回れ ー じっくりと現状を 
検討すれば、実際には迅速にリセットを
進めることができる
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まずは、過去のことを振り返りながら包み隠さず評価を実施する 
ため時間を取る。その上で、全速力で前進するべきである

AI 競争を勝ち抜くには、進行中の AI 革命に対する組織の準備状況について、ビジネス部門

と IT 部門が包み隠さず評価する必要がある。現在の技術資産に至った経緯について責任を追

及することが目的ではなく、組織のハイブリッド・バイ・デフォルト状態を明確に評価し、

ハイブリッド・バイ・デザインのメリットを明確に対応づけることが重要だ。

ビジネス・リーダーはハイブリッド・バイ・デザイン・アプローチの利点として、モダナイゼー

ションの他に、俊敏性、セキュリティー、ビジネス・アクセラレーション、コスト最適化、

そして生成 AI の活用などを挙げている。言い換えれば、生成 AI は適切に設計されたハイブ

リッド環境に統合された場合にのみ、革新的な価値を発揮できるということである。

現在の技術資産に至った経緯を探ることで、より慎重で価値を重視したアプローチへの道を

拓ける。意図しない技術的負債の負担を取り除き、AI の可能性を最大限に引き出すように設

計された意図的なハイブリッド・バイ・デザイン・アーキテクチャーを採用することが、前

進するための方法だ。

幸い、この先の道は技術に明るい者しか知らないような秘密の道ではない。組織がやらなけ

ればいけないと認識している基本的な変革のセットであり、これは毎年の健康診断のような

ものだが、別の日に先延ばしにされ続けている。思い立ったが吉日だ。少し立ち止まって、

進むべき道を切り拓くことができるようにする。

技術的負債をビジネス目標の

達成の大きな障壁または実際の

障害と回答した企業の割合

55%

技術革命のたびに組織の内省が促されるが、

AI の成否はそこにかかっている
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実行すべきこと：

事業／業務部門、IT 部門のリーダーは、3 つの重要な業績指標のベースラインについ

て合意しなければならない。これらの数値は、ハイブリッド・バイ・デザインによる

テクノロジーのリセットを実装しない場合に、生成 AI の取り組みから期待できる成

果を示す良い指標となる。それらの指標は十分だろうか？

業績改善のために充当できる IT 予算の割合を増やす

IT 予算と “シャドー” 支出だけの問題ではない。これは、既存のリソースを AI 主導

の業績改善へ投資するために利用できるようにすることだ。平均的な企業は、IT 予算

の約 20% を業績改善への取り組みに投資している。その支出は、より良いビジネス

成果の改善に直接役立っているため「良いコスト」と言える。組織が想像し得る最高

の投資となるよう意図されている取り組みに資金を振り向ける場合には、「さらに良

いコスト」となる。ハイブリッド・バイ・デザインにより、より多くの IT 資産が機

能し、お客様にとって支払う価値があるモノを提供する。「悪いコスト」、つまりビジ

ネスには必要かもしれないが、お客様が価値を見いだせず、支払いをためらうような

コストを、「良いコスト」に変換する。

レガシー技術に対処して、新しい働き方や業務の
在り方を妨げる障害を取り除く

03. エンタープライズ規模の 
ソリューションの道筋を明確にする
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IT ポートフォリオ全体にわたるすべての IT 支出から得られる
利益を拡大する

企業の IT 部門は通常コストセンターとして管理されるため、この IT 支出から得られ

る利益の数字に到達することは困難であり、計算結果が受け入れられないかもしれな

い。この数字は、IT 予算の大部分が投資として機能していないことを示す可能性が大

きい。単純に IT 支出を削減することは利益改善の方法の 1 つだが、最善とは言えない。

既存資産を有効活用することで、IT ポートフォリオの利活用される部分が増え、利益

が拡大する。例えば、以下のような手段が挙げられるだろう。

•	 既存資産を有効活用させるために、レガシー・システム、アプリケーション、 

インフラストラクチャーをモダナイズする

•	 生成 AI の恩恵をもたらすために、アウトソーシング・サービスを利用する

•	 IT タスクを自動化する

•	 開発者が生成 AI から支援を受ける

•	 プラットフォームにより、アプリケーションの支出を統合する

重要なのは、ハイブリッド・バイ・デザイン・フレームワークの実装が ROI に与える

インパクトを追跡するためのベースラインについて、IT 部門と事業部門全体で合意す

ることにある。

IT アイデアをビジネス成果に変えるために必要な 
リードタイムを短縮する

製品主導の開発とデジタル開発では、事業部門と IT 部門が連携して、成長と生産性

につながる優れた顧客体験と従業員体験を提供する。それは順調な進歩だが、それだ

けでは十分とは言えない。スピードを上げることで投資が早期に成果に変わり、早期

に成果が出ることで ROI が高まり、投資を強化する余裕が生まれる。ハイブリッド・

バイ・デザインの原則は、構想から収益化までのバリュー・ストリームのエンドツー

エンドを再設計するガイドとなる。
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AI の実装を成功させるために必要なことは、テクノロジー・

トランスフォーメーションにとどまらない。ビジネス・ニー

ズに応じて IT 戦略と実装を決定できる、意図的なハイブリッ

ド・バイ・デザイン・アプローチも必要だ。

これは 30 億ドルの生産性向上のチャンスだ。

IBM の CFO である Jim Kavanaugh は、2023 年度の収益に

ついて次のように述べている。「昨年 4 月に述べた 2024 年

末までの年間ランレート * の経費節減目標である 20 億ドル

に対し、すでに 15 億ドル以上を達成している。生産性向上

への取り組みにより、イノベーション、技術スキルと業界ス

キル、エコシステムを含む市場開拓能力への投資を強化でき

た。これを達成すると同時に利益率とフリー・キャッシュ・

フローが向上し、財務の柔軟性が高まった。これが今後も当

社の戦略だ。これまでの成功を踏まえると、24 年末までに

少なくとも 30 億ドルの年間ランレートの経費削減を達成で

きるものと確信している」15

IBM は、生産性向上を目指して、自社のテクノロジーや、コ

ンサルティング・ビジネス・プロセスの専門性、戦略的パー

トナーシップ技術を活用して、よりシンプルな IBM での新

しい働き方を再創造している。

IBM 自身のハイブリッド・バイ・デザイン・ストーリー

30 億ドルの

生産性向上

* ランレート（Run Rate）は足元の実績値を基にした将来の予測値
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50%

サイクル・タイムが 
短縮し

15%

顧客に費やす 
時間が増加

* カタリスト（Catalyst）は、自らは変化せず
に化学反応を引き起こす「触媒」のこと。比喩
として周囲に影響を及ぼし変化を起こす存在を 
意味する

生産性向上は、IBM CEO の Arvind Krishna にとって

最優先事項だ。IBM は、全社のあらゆるプロセスへの

AI の組み込みを進めており、170 カ国以上、数十万

人に及ぶ IBM 社員の生産性向上の実現に向けて規模

を拡大している

モットーとするのは、複雑さを排除し、作業を簡素化するとともに、手動タスクを自動

化し、あらゆる場所に watsonx ™を埋め込むことだ。最初に「何をやめることができる

のか」を問い、次に「どうすればワークフローを簡素化できるのか」を問う。その上で

初めて、組み込み AI を活用して手動タスクを自動化する（そうしないと不良プロセス

を自動化する恐れがある）。

ワークフロー変革戦略の鍵となるのは、企業全体にわたってデータの統合を強化するこ

とだ。そのためには、ビジネス価値を考慮して慎重に策定されたハイブリッドクラウド

戦略が必要だ。IBM は、ハイブリッドクラウド上の watsonx を活用して生成 AI をビジ

ネス・プロセスに導入し、節約したコストを IBM に還元して成長と投資を促進している。

90%

アプリケーション 
実行コストの平均削減率

50%

アプリケーション実行環境
全体の削減率

94%

主な成果：

1,000 
「生産性向上に寄与する 

カタリスト *」として動員 
された革新的な IBM 社員が

デジタルアシスタント 
「AskHR」が処理する全社に 

わたる人事リクエストの割合

のワークショップで

以上に及ぶ現場レベルの機
会を見いだした

5,000 

主な成果：

2 万 5,000 人のセラーと 
4 万 4,000 社のパートナー向けに
CRM プラットフォームを 
提供することで
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テクノロジーのグレート・リセット

ハイブリッド・バイ・
デザインで混沌を脱し
収益力の強化へ

生成 AI は組織に技術基盤の評価を余儀なくさせる
ため、ハイブリッド・バイ・デザインでリセット
することで、持続的な競争優位性を得ることがで
きる。その結果、AI の優位性を最大限に引き出す
だけでなく、今後のテクノロジーの導入に向けた
準備を整えることもできる。ただし、それには俊
敏性、スピード、無限の容量なども必要だろう。

今後のレポートでは、資金調達からアーキテク
チャー、エコシステム、オペレーティング・モデ
ルまで、ハイブリッド・バイ・デザイン・アプロー
チを始める方法を詳しく解説する。
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